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論 文 の 内 容 の 要 旨

CT(computedtomography)は短時間で断層画像が得られるため検査時の麻酔時間が短く,獣医療

における画像診断検査として有用性が高い｡しかし,現段階ではCTの撮像方法や造影手法は施設

ごとに大きく異なり,検査の客観性に問題がある｡ヒト医学領域において,コンピュータ支援診断

(computer-aideddiagn00is:CAD)はすでに臨床に応用されており,主に誤診低減のためのツールと

して利用されている｡小動物臨床においても,3次元CT画像の作成も含め,短時間で客観的な診

断を行えるCADの有用性は大きい｡しかしコンピュータ解析に供するためのCrデータの客観性

を確保するためには,まず造影プロトコルの標準化やCADが応用可能な分野の模索,および疾病

ごとの参考値データの取得を行う必要がある｡本研究は小動物臨床におけるCADを目的として一

造影手法の標準化機能解析と形態解析およびCADの臨床応用について検討したものである｡

研究の第一段階として,CADの実施に必要不可欠である造影手法の標準化について基礎的に検

討した｡その結果,ヨード造影剤を用いた造影イ汀検査笹おいて,ヨード投与量血gⅣkg)と投与

速度血/s∝)が同一であっても,製剤の物性によって造影効果が異なることが明らかとなった｡

すなわち,検査結果の再現性を得るためには,造影剤製剤のヨード濃度のみならず,物性について
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も考慮する必要性を示した｡また,血管造影において,高濃度造影剤では上腕部における造影剤の

残存および肺における浸透圧希釈により造影効果が低下することを明らかにした｡造影手法の標準

化を行うために,高濃度製剤では,Sdine幻血を行う必要があることを明らかとした｡

これらの結果をふまえた上で,第二段階として,CADを利用した機能解析および形態解析の有

用性について検討した｡機能解析CADの対象として膵臓および脳を,形態解析の対象として股関

節を選択した｡機能解析では従来法では定量評価が困難とされる膵血流測定に対し,CADを利用

した血流解析方法である触sion CTの応用の基礎検討を行った｡Maximum slqpeおよび

de00nVd血皿法を用いてイヌの膵血流計測への応用を検討した結果,牌動脈を流入血管に,牌静脈

を流出血管に設定した時,de00nV血d皿法の膵血流(43.1士14烏血/100g/血n)はm血mumslo匹法

(羽4主155m〟100帥血)と有意に相関した(r=0朗,p<0.01)｡膵臓から近位の動静脈を解析に使用

することで,dmvd血00法では低い投与速度で定量的な膵血流解析が行える可能性が示唆され,

膵臓の機能診断として有用であることが示された｡また,脳腫瘍の臨床症例についてPerfusionCT

の応用を検討した｡上衣腫および髄膜腫症例の脳血流を計測したところ,腫瘍の種類によって血流

値が異なった(上衣腫:CBF:685mi/100g/min,CBV:533mi/100g,M汀:4ji7sec,髄膜睦:CBF‥559

mi/l00g血血,CBV:3B8mi/l00g,MTT:470sec)｡このことから,CADを利用した機能診断は脳腫

瘍の鑑別診断のツールとしても有用であることを示した｡また形態解析では,観測者間の診断のば

らつきが大きいイヌの股関節の客観的評価としてのCADの有用性を検討し,股関節のCT評価項

目(DI3s00托,lLEA,DARA,CDindex)について,参考値を算出した｡それぞれの平均値はDI･S

sc｡托:45.66±1021%,Ⅰ.CEA:85B6土10330,DARA:18A5±7280,CDindex:04士0.17であった｡

またDu;s00托とLCEAの組み合わせによる評価によって,客観的で高い診断精度が期待できる可

能性が示唆された｡

最後に,CADによって得られる3次元画像を用いた,ペットオーナーに対する効果的な説明に

っいて検討し,インフォームド･コンセントの取得手段としてのCADを利用した｢わかりやすい

説明｣について言及した｡獣医学的知識が十分でないペットオーナーに対して,3次元CTデータ

の理解しやすさをⅥs血血dogueS血e法で評価したところ,2次元画像(Ⅹ線,口)と比較した

場合の3次元CT画像の理解度は884±17勘画血であり,同時に解剖学的知識における教育的な効

果も得られる可能性が示唆された｡その結果,CADを利用した検査結果の説明によって,ペット
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オーナーに対してインフォームド･コンセントの提供が容易となることを客観的に証明した｡

本研究により,CADのための造影手法の標準化が実現した｡また,CADは機能解析や形態解析

といった客観的な情報に寄与することが明らかとなった｡さらに,CADを用いた｢わかりやすい

説明｣は,インフォームド･コンセントの獲得に貢献できる可能性が示された｡以上,小動物臨床

領域におけるCADの有用性が示された｡

審 査 結 果 の 要 旨

学位申請者である岸本海織君は,小動物臨床における CTを利用したコンピュータ支援診断

(computer-aided diagnosis:CAD)を目的として,造影手法の標準化,機能解析と形態解析および

CADを臨床応用しペットオーナーにインフォームド･コンセントを行うための研究を進めてきた｡

とくに,造影手法の標準化を進める研究の中で造影剤製剤の浸透圧が造影効果に影響を及ぼすこと

をイヌの実験によって解明した｡その結果,以下の成績を得たことを踏まえ,審査した｡

Ⅰ.CADの実施に必要不可欠である造影手法の標準化を行うため,イヌを用いて基礎検討を行った｡

異なる物性のヨード造影剤を用いて排泄性尿路造影における造影効果を比較した結果,ヨード投与

量が同一であっても,製剤の物性によって造影効果が異なることを明らかとした｡すなわち,検査

結果の再現性を得るためには,造影剤製剤のヨード濃度のみならず,物性についても考慮する必要

性を示した｡また,血管造影において,高濃度造影剤では上腕部における造影剤の残存および肺に

おける浸透圧希釈により造影効果が低下することを明らかにした｡造影手法の標準化を行うために,

高濃度製剤では,Sdi皿efhsbを行う必要があることを明らかとした｡

Ⅱ.CADを利用した機能解析法であるPerfusionCTによって膵臓の機能解析を試みたところ,膵臓

から近位の動静脈を解析に使用することで,定量的な機能解析が行える可能性が示唆された｡また

PerfusionCTを脳腫瘍の臨床症例に対して応用したところ,髄膜腫と上衣腫では血流が異なり,CAD

を利用した機能解析は,脳腫瘍に対する鑑別診断のツールとしても有用であることを示した｡さら

に,CADによる股関節の客観的評価について検討したところ,DLSscoreとLCEAの組み合わせに

よって,客観的で高い診断精度が期待できることが示された｡

Ⅲ.CADで作成した3次元画像をペットオーナーに対する疾病の説明材料として利用するため,2

次元医用画像と比較した場合の3次元画像の｢わかりやすさ｣をVisudA血og廿eSc由e法によって

評価した｡その結果,CADを利用した検査結果の説明によって,ペットオーナーに対してインフ

ォームド･コンセントの提供が容易となることを客観的に証明した｡

今回の一連の研究によって,CADのための造影手法の標準化が実現した｡また,CADは機能解

析や形態解析といった客観的な情報に寄与することが明らかとなった｡さらに,CADを用いた｢わ

かりやすい説明｣は,インフォームド･コンセントの獲得に貢献できる可能性が示された｡ヒト医

学領域では,同一個体に対して2回造影剤を投与し,繰り返しCT撮影を実施することは,放射線

被曝の観点から,ありえない｡今回の造影手法の標準化についての基礎検討によって,造影効果の

メカニズムを明らかにしたことの学術的意義は高い｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論文として

充分価値があると認めた｡
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